
日時
2014年11月12日 （水）

19:30～2１:10

第3回長良糖尿病治療学術講演会

主催：日本イーライリリー株式会社

アルモニーテラッセ
岐阜市長良志段見東山537-3 ＴＥＬ：058－210-2822

1st Circular

会場

『ＣＳＩＩをどう利用するか』

日本大学病院
小児科

准教授 浦上 達彦 先生

演者

『当院における糖尿病療養支援チームの取り組み』

日本赤十字社岐阜赤十字病院
内科外来 （糖尿病看護認定看護師） 久松 香 先生

演者

上久保内科クリニック
院長 上久保 啓太 先生

特別講演
（20:00～21:10）

一般講演
（19:40～20:00）

現在、小児科領域でも2型糖尿病が増加しておりますが、多くの施設で治療
の主な対象は1型糖尿病です。小児の1型糖尿病は運動や食事摂取量が定ま
らないために、血糖コントロールが難渋する症例が多く、basal-bolus療法
やCSIIにより治療されている症例が多くを占めます。今回は、basal-bolus
療法とCSIIの利点と問題点について、また重要となってくるチーム医療の役
割についてご講演いただきます。

※「日本糖尿病協会療養指導医取得の為の講演会」対象講座として申請中
※「ＣＤＥ岐阜」認定講座として申請中
※講演会終了後、意見交換会を予定しております

総合
司会

19:30～ 製品紹介： 超速効型製剤「ヒューマログ注®」 日本イーライリリー株式会社


